
新見市版地域共生社会
の実現に向けて

新見市長 池 田 一 二 三
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2045年には、人
口が半減、高齢
化率も50%を超
えると予想

最大の課題は人口減少と少子高齢化
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将来の新見市のために、
今、やらなければならないこと！

①「人口減少」、「少子高齢化」の抑制

②「人口減少」に備えたまちづくり

新見市版地域共生社会の実現

両
者
の
取
組
を
同
時
に

進
め
る

まち・ひと・しごと創生総合戦略

定住人口の増加に向けた取組

地域資源を活用した交流の活性化と産業振興

雇用機会の創出

担い手不足の解消

女性が輝くまちの実現
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本市にとって最大の課題は人口減少であり、その対
策に重点的に取り組んでおりますが、日本全体の人口
減少が進んでいることから、本市においても、この傾
向は続いていくことが見込まれます。

～中略～

私たちは、時代の変化とともに物の豊かさや便利さ
を手に入れましたが、一方では、人と人とのつながり
や地域での助け合いの力をだんだんと失ってきたので
はないかと思っております。これから、本市が目指そ
うとしているのは、そうした人と人とのつながりを取
り戻し、人と地域が元気なまちをつくることです。

夢と希望をもって人と地域が
元気なまちを創る
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近所づきあ
いが少なく
なってきた

なあ

地域に関心
を持つ人が
少なくなっ
たなあ

行事に参加す
る人が少なく
なったなあ

いろんな制度を時代
に合ったものに見直
さないと・・・

本当の地域づくりは、行
政主導ではなく、各地域
の実情に応じた、地域と

の協働が必要

役員のなり手が
いない。一人で
いくつもの役を
任せられている

婦人会が存
続できなく
なった

でも、行事と
会合はいっぱ

いある

地域では・・・

市役所では・・・
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地域共生社会の実現を
目指すには…

市民と市、そして、本市固有
の資源である新見公立大学が、
協働し、連携して新見市独自
の取組を進める。

地域共生社会

新見市版地域共生社会の実現

年齢や性別などに関係なく、一人ひとりの人格や個性が尊重
されるとともに、それぞれが求められる役割を果たしながら相
互に協働することで、市民一人ひとりの暮らしと生きがいや地
域を創っていく全員参加型の社会

人と地域が元気なまち

新見市版地域共生社会の実現

大学を活かしたまちづくり
地域共生社会の基盤構築

（小規模多機能自治）
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自
治

地域の様々な人が、協力して考
え、取り組む。

小
規
模

日常生活圏域（大字区域や小学校
区（旧小学校区を含む。））など
地域に適した小さな単位で、

多
機
能

高齢者福祉、子育て支援、産業振
興、耕作放棄地・空き家対策、移
住定住といった地域の幅広い課題
解決に、

地域運営組織の設立が第１歩

小規模多機能自治とは
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人と人とがつながり、

地域活力と自治力を取り戻すための取組

まちづくりは、
▶あいさつできる関係づくりのため
▶子どもたちの世代が誇りをもって暮らし、働
くため

▶災害時などの安心のため である。
IIHOE 川北秀人氏の談（小規模多機能自治の提唱者）

小規模多機能自治による地域共生社会
の基盤構築
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唐松 豊永

草間

井倉

高尾
熊谷

菅生

上市

千屋

大佐

哲西

哲多

神郷

地域担当職員
１７地域 計５９名

４支局管内 各５名
新見支局管内 各３名

新見

石蟹

西方

正田

●平成３０年４月配置
▶新見支局管内８市民セン
ター管内 計２４名

▶４支局管内 計２０名
計４４名

●平成３１年４月配置
▶新見支局管内５ふれあい
ｾﾝﾀｰ管内 計１５名

合わせて、福本地域を加
えた１８地域に１８人の
「生活支援コーディネー
ター（公民館長、社協職
員）」を配置

市内全域に
計５９名を配置

地域担当職員
－配置図－
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準備会の立ち上げから地域運営組織の設
立・運営まで、行政（地域担当職員、市福
祉部、生活支援コーディネーター）や社協
も一緒に取り組んでサポート。

人と人とがつながり

地域活力と自治力を取り戻す

地域と行政との協働
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１ 地域運営組織

２ 人材

３ 活動資金

４ 拠点施設

小規模多機能自治
～具体的取組項目～
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１ 地域運営組織
（１）地域の機運醸成

▶意見交換会、研修会など

（２）将来計画づくり

▶住民アンケート、ワークショップなど

▶行事、会議、組織の棚卸し

設立後も継続的な運営支援

小規模多機能自治
～具体的取組項目～

今後の
地域の代表機関

地域と行政がお互いに情報を共有し、これまで以
上に身近で強い信頼関係を築きながら、地域特性
に応じたまちづくりを推進する。

NO.１
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２ 人材

（１）すべての住民が地域運営組織の一員

▶１世帯一票制から一人一票制への転換

（２）地域担当職員の配置

▶地域と行政とのパイプ役

（３）生活支援コーディネーターの配置

▶地域内の資源開発、連携体制構築、

民間サービスとのマッチング

小規模多機能自治
～具体的取組項目～ NO.２
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３ 活動資金

（１）小規模多機能自治一括交付金制度創設

①人件費などの基本額

②統合可能補助金（地域づくり推進事業補助金、

防犯灯設置費補助金、敬老会補助金）

▶均等割りと人口割りによる算定

一括して毎年交付

（２）地域資源を活かした資金の調達

小規模多機能自治
～具体的取組項目～ NO.３
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４ 拠点施設

住民が気軽に立ち寄り、自主活動ができる

拠点づくり

小規模多機能自治
～具体的取組項目～

公民館などを活用

NO.４
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①振興会等組織を「イベント型」から

「課題解決型」に転換する！

▶地域内の事業の棚卸し、組織の棚卸し、会議の棚卸し

▶住民アンケート・ワークショップなどで、地域の将来

像（目指す姿）、課題を共有

地域の将来計画を策定

組織体制の見直し・整備

小規模多機能自治による地域共生社会
の基盤構築 ～ポイント～ NO.1
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②地域に必要なことを地域で決めて、地域で実行

する！

▶ビジョン（目指す姿など将来計画）がある地域

▶課題を解決するしくみ（話し合いの機能）がある地域

▶住民同士のつながりがある地域

小規模多機能自治による地域共生社会
の基盤構築 ～ポイント～ NO.２
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▶人と人とのつながり

地域の一体感・地域愛が醸成される。

▶地域自治力

行政（一律サービス）では手の届かない、

地域特有の課題に対応できる。満足度向上。

▶地域活力

地域独自の個性に磨きがかかる。

小規模多機能自治による地域共生社会
の基盤構築 ～効果～
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１ 熊野の将来を考える会
▶設立総会 令和元年５月１８日（土）

▶市の認可日 〃 ５月２４日（金）

既存組織からの移行パターン

２ 唐松まちづくり協議会
▶設立総会 令和元年６月 ２日（日）

▶市の認可日 〃 ６月１４日（金）

既存組織を統合した新設パターン

地域運営組織
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１ 機運の醸成

２ 準備組織の立ち上げ（既存組織の役員会でも可）

３ 将来計画づくり

（１）まちづくりアンケート

（対象：中学生以上）

（２）ワークショップ

（対象：小学生以上）

４ 組織構成・規約等の整備

５ 設立総会

地域運営組織設立までの流れ

「◯◯地域共生社会推進チーム」
地域担当職員・市福祉部・総合政策課・生活支援コー

ディネーター・社協がチームで支援！
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地域の貴重な
担い手

声を反映



■H29.12 助け合いに関するアンケート

■H30. 4 （市）協働のまちづくり交付金制度創設

■H30.10 助け合い事業スタート
▶移動支援（ボランティア運送）
▶生活支援（草刈り、買物代行）

以後、地域運営組織への移行準備

①熊野の将来を考える会

◇母体組織
「熊野の将来を考える会」

交付金を活用して
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 アンケート結果（上位５位）

支援内容

１ 草刈り ３５人

２ 送迎 ３３人

３ 鳥獣対策 ２２人

４ 住まいの簡単な修繕・
掃除

２１人

５ 草取り １９人

支援内容

１ ごみ出し ３８人

２ 草取り ３７人

２ 買い物の代行 ３７人

４ 草刈り ３４人

５ 話し相手 ３０人

▶手伝って欲しいこと ▶手伝えること

※送迎については、アンケート実施時点では支援が困難との判断か
ら、「手伝って欲しいこと」 のみの人数を調査

＜助け合いに関するアンケート＞

地域住民を対象に、生活に関する困り事
についてアンケートを実施

平成２９年度
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＜アンケート用紙＞

▶対象者：法曽（熊野地区）に住む地域住民

▶実施時期：平成29年12月上旬～中旬

▶回答者数：一般向け511名、中高生34名（回収率：約60％）

“一般向け”
“中学生～１８歳・高校
生向け”を作成
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【目的】

高齢化や一人住まいの率が高くなっている熊野・井倉野地
域において、地域住民同士が支え合わなければ安心した生
活ができないと考え、「移動支援」と「生活支援」に取り
組む。

【事業概要】

▶移動支援･･スーパーなどでの買い物支援、通院支援

▶生活支援･･家周辺の草刈り・草取り、家庭菜園の管理、

墓の管理、家の簡単な修理

＜熊野・井倉野助け合い事業＞
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協働のまちづくり
交付金を活用



ー平成３０年９月ー

協働のまちづくり交付金
を活用して、移動支援事
業を開始
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◇メンバー：２６名 熊野の将来を考える会
顧問、会長、副会長、理事（地区総代、各種団体代表）

■井倉地域共生社会推進チームのかかわり方

◯地域運営組織の設立支援
▶話し合いの場への参加
▶話し合いのサポート
▶事例等の情報提供
（例）
設立までの手順など

１ 役員会で地域運営組織移行協議
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２ 将来計画づくり
ワークショップ ｰ 子どもの会 ｰ

日時：平成３１年

３月３０日(土)

場所：熊野総合センター

出席者数：２３名

（内容）
①地域のいいところは？
②将来、こんな地域になったらいいな。
③やってみたいこと、やってほしいこと
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（内容）

①地域のいいところは？
②将来像。どんな地域であってほしいか？

③そのためにできること、必要なこと。

２ 将来計画づくり
ワークショップ ｰ 大人の会 ｰ

日時：平成３１年

４月１２日(金)

場所：熊野総合センター

出席者数：３０名
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＜ワークショップ風景＞

■井倉地域共生社会推進チーム

▶全体の運営・進行をサポート

▶グループ内に入り、話し合いのサポート（と
りまとめ・発言者の選定など）
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＜将来計画（表紙）＞

アンケートやワークショップ等で出された意見を

役員会で集約（平成31年４月上旬～５月中旬）

30



＜将来計画＞
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計画に盛り込まれた新たな取組の例

▶雇用・産業分野
・休耕地を活用した農業体験
・地域資源を活かした特産物開発（ジビエ等）

▶健康・福祉分野
・サロン活動の拡大（いつでも気軽に利用できる）

▶子ども分野
・長期休業中の無料塾（教員OB活用）

＜将来計画＞
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イベントだけ
でなく、地域
課題解決対策

も！



３ 組織構成・規約等の整備

地域内の既存
組織の整理
や部会への機
能移転も！

将来計画に基づき、新たに設置した健
康・福祉部会が地区社協の機能を引き継
ぐなど、組織体制を見直し

▶アンケート結果や、ワークショップの内容などをもとに検討
▶既存の規約に細則を設け、部会の設置等を新たに規定

■井倉地域共生社会推進チーム

▶話し合いのサポート
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＜地域運営組織＞
熊野の将来を考える会設立

■登録番号：１

■設立日 ：令和元年５月１８日(土)

■場所 ：熊野総合センター

■出席者数：３９名

■人口 ：２６９人

■世帯数 ：１０１世帯
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■H30.4
地域内の目的が同じで役員も重なる団体を一つにして、住民
負担を軽減し、より良いものに！

■H30.10
新見市版地域共生社会実現に向けた市の説明会

■H30.10～
唐松・広瀬地区地域づくり・振興会新組織設立準備会 立
ち上げ

◇母体組織
「唐松地域づくり推進委員会」

「唐松地域振興会」
「広瀬地域振興会」

②唐松まちづくり協議会
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◇メンバー：２０名（生活支援コーディネーターもメンバー
の一員として参加）

◇協議開始日：H30.10.31（おおむね月に2回協議）

１ 準備組織の立ち上げ

■唐松地域共生社会推進チームのかかわり方

◯地域運営組織の設立支援
▶話し合いの場への参加
▶話し合いのサポート
▶事例等の情報提供
（例）
アンケート事例の紹介
や、設立までの手順な
ど
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２ 将来計画づくり
（１）まちづくりアンケート

対象者

：唐松・広瀬地区に

住む地域住民

実施時期

：平成31年１月上旬

～中旬

回答者数

：一般向け511名、

中高生34名

（回収率：約60％）
“一般向け”
“中学生～１８歳・高校生向け”
を作成
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＜まちづくりアンケート＞

■唐松地域共生社会推進チーム
▶アンケート項目のアドバイス
▶アンケート結果の集計・とりまとめ
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２ 将来計画づくり
（２）ワークショップ

日時：平成３１年

２月２４日(日)

場所：唐松公民館

出席者数：６０名

（内容）

①唐松の夢・将来像・キャッチフレーズ
②キャッチフレーズの実現に向けて必要
なこと、自分たちができること

～子ども（小学生）から大人まで一堂に会して～
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＜将来計画（表紙）＞

▶アンケートやワークショップ等で出された意見

を準備会で集約（平成31年３月上旬～５月中旬）
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＜将来計画＞
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計画に盛り込まれた新たな取組の例

▶地域環境分野
・空き家対策、移住者支援等（移住者のﾉｳﾊｳ活用）
・耕作放棄地対策（作業請負、農機具共同利用制度）

▶福祉・健康分野
・拠り所（サロン、日常的な多世代交流の場）の開設

▶子ども分野
・放課後児童クラブ（学習支援、学習ボランティア）

＜将来計画＞
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イベントだけ
でなく、地域
課題解決対策

も！



３ 組織構成・規約等の整備

（組織図）

▶アンケート結果や、ワークショップの内容などをもとに検討

■唐松地域共生社会推進チーム

▶話し合いのサポート

NO.1
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３ 組織構成・規約等の整備

健康・福祉部会がこれまでの地区社協
の機能を引き継ぎ、福祉ネットワーク事
業、小地域ケア会議を担当するなど既存
組織を部会へ機能移転した（組織の整理
統合）。

▶アンケート結果や、ワークショップの内容などをもとに検討

■唐松地域共生社会推進チーム

▶話し合いのサポート

地域内の既存
組織の整理
や部会への機
能移転も！

NO.２
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４ 設立総会
（唐松まちづくり協議会設立）

■登録番号：２

■設立日 ：令和元年６月２日(日)

■場所 ：唐松市民センター

■出席者数：６０名

■人口 ：９７２人

■世帯数 ：３１９世帯
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▶３２地域で６１会合
※未設置地区：５地区
（石蟹、福本、大竹/畑木、

八鳥/大野部、上神代）

母体組織（地元振興会等）との意見交換

小地域ケア会議（地域課題の把握）

＜ 他 地 域 の 状 況 ＞
R1.7.12現在

▶市内全域で６７会合

順次、将来計画策定着手予定
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